
築30年以上の施設が
全体の6割越
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公共施設の建て
この先、ドンドン施設の建て替えがやってくる

替えにかかる取り組み
次の世代のことをよく考えてみよう。

小学校などの多機能化
〈身近な地域〉

生活を支える高度な機能の集約化
〈主要な駅周辺〉

札幌の将来の人口を見てみよう公共施設の築年別整備状況
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1970年代から
急激に増加

もちろん人口減少がどんどん進んでいかないように、
札幌市では色々な対策を考えているんじゃ！

このまま
建て替えすると
どうなるのかな

計画的な建て替えで節約ができるよ

そのまま建て替えをした場合

計画的な建て替えをした場合

建設債残高の見通し
1兆3,388億円
そのまま建て替えをしていくと
建設債の残高も過去の
ピークを超えていくよ

計画的な建て替えをすると
だいぶ節約できそうだね

2041年見通し（期間内ピーク）
8,214億円

その他

市営住宅
学校
インフラ

2002年（過去のピーク）
9,159億円 

2037年見通し（期間内ピーク）

現在の公共施設を全て同規模で維持し建て替えをすると

人口減少を見据えて適正な施設量にすると
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将来世代に
大きな負担が発生
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過去に建設された公共施設が大量に更新
時期を迎えてくるのじゃ！
これからは人口も減少していくから公共
施設の需要や目的の変化に合わせて計
画的な建て替えが必要なんじゃ！

しっかりと手入れをして建物を長く使い、建て替えの時期を分散させながら、
支出時期のかたよりを減らすのじゃ
小学校など、1つの施設が色々な役割を発揮できるようにするのじゃ

公共施設とまちづくり

身近な地域に必要な機能は、歩いて行ける小学校などに複合化して
いくのじゃ
広い範囲で市民の生活を支える機能は、主要な駅周辺などの交通利
便性の良い場所に集約化していくのじゃ

公共施設の築年別整備状況公共施設の築年別整備状況
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それぞれの地域の
まちづくりのことも
考えながら取り組みを
すすめているんだね
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